
将来にわたる安全・安定給水に向け、川崎の水道がレベルアップ！！ ～ 水道の再構築事業 ～
川崎市では、水道事業の再構築計画に基づき、将来の水需要を踏まえ、全国に先駆け、浄水場の統廃合による事業規模のダウンサイジングに取り組み、

将来にわたって安全な水を安定的に給水できる効率的な執行体制を確立しました。また、老朽化した施設の更新や増強に当たり、水道施設の耐震化、再生可能エネルギーの導入等を進めています。

水道事業のあゆみと需要動向
川崎の水道は、大正１０年に多摩川の表流水を水
源として給水を開始しました。
その後、市域の拡大、人口の急増、産業の発展な
どによる水需要の急増に伴い、相模川等を水源と
して、生田浄水場、長沢浄水場、潮見台浄水場を
整備し、平成１８年の給水能力は、１日あたり９８
万９，９００m３となっていました。
しかしながら、人口は順調に増加したものの、産
業構造の変化や家庭における節水機器の普及等
に伴い、水需要は横ばいで推移し、給水能力と配
水量がかい離していました。

給水能力と配水量の推移
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水道事業再構築等の成果（平成２７年度末）
再構築計画等の実施により、次のとおり施設の耐
震化率等が向上しました。

浄水施設の耐震化率浄水施設の耐震化率 ％％１００１００

自然エネルギー発電容量自然エネルギー発電容量 kWkW１，４１５１，４１５

配水池・配水塔の耐震化率配水池・配水塔の耐震化率 ％％６４．４６４．４
※見込み

重要な管路の耐震化率重要な管路の耐震化率 ％％７５．０７５．０
※見込み

スポーツ広場スポーツ広場
民間の資金やノウハウを活用し、
グラウンド、テニスコート、クラブ
ハウスなどを整備します。

誰もが集い憩えるふれあい広場、地
域住民がスポーツや地域活動に使
用できる多目的広場を整備します。
また、災害時の一時避難場所・活動
拠点として活用するため、応急給水
拠点、マンホールトイレ等を整備し
ます。

ふれあい広場・多目的広場ふれあい広場・多目的広場

生田浄水場用地の有効利用
整備の方向性

（仮称）川崎市中部学校給食セ
ンター、動物愛護センター、障
害者通所事業所を整備しま
す。

行政ニーズへの対応行政ニーズへの対応

民間企業に用地を貸し付け、災害
時の一時避難場所にも活用でき
る緑地を整備します。

市民が利用可能な緑地の整備市民が利用可能な緑地の整備

平間配水所用地等の有効利用

施設の老朽化と災害対策
川崎の水道は、高度経済成長期等に整備した浄
水場などの大規模な施設の多くが更新時期を迎
えており、将来にわたる安全・安定給水を確実な
ものとするため、中長期的な視点から施設の更新
が必要となっていました。また、施設の更新にあ
たっては、大規模地震を想定した施設の耐震性
の向上や地球温暖化対策等の環境への配慮が
求められていました。

給水能力の見直し
将来の水需要を踏まえ、水源における水質事故などの緊急時への対応も考慮し、給水能力を９８万
９，９００m3/日から７５万８，２００m3/日にダウンサイジングしました。

東日本大震災を踏まえ、配水池の耐震化の前倒し、自家発電設備の拡充、水道管の更新・耐震化な
どを進めています。こうした取組などを計画的かつ着実に継続するため、平成２８年度までの３か年
の施策を中期計画として取りまとめ、施設の更新・耐震化などを推進しています。

水道事業中期計画

浄水機能の集約
給水能力の見直しにあたっては、最も
施設が新しく広域的な視点から効率
的に施設が配置されている神奈川県
内広域水道企業団からの受水を継続
することとし、自己水源である相模
川、地下水について、水源としての安
定性、安全性に加えて、コスト、環境
負荷を考慮した結果、潮見台浄水場
と生田浄水場を廃止し、長沢浄水場
に浄水機能を集約しました。

再構築前

廃止
平成23年度末 平成27年度末

配水池・配水塔の耐震化

鷺沼配水池【耐震補強】
　　平成25年度～平成27年度

末吉配水池【更新】
　　平成26年度～平成30年度

生田配水池の更新、鷺沼配水池の耐震補強を行いました。
また、末吉配水池、宮崎配水塔等の更新を進めています。

配水管の耐震化
老朽配水管の更新時に、
配水管の耐震化を推進
しています。
平成３０年度以降は、配
水管の６０年サイクルの
更新を目指します。

重要な医療機関（７７
か所）、地域防災拠点
（５２か所）への供給
ルートの耐震化を完
了しました。

重要施設の範囲を拡大
し、市立小学校や高校
等の避難所（１２３か
所）を新たに追加して
整備を進めています。

配水池配水本管

送水管

導水管

配水管

耐
震
管

耐
震
管

医療機関77か所 市立中学校52か所
（地域防災拠点）

配水本管

浄水場

水源地

応急給水拠点の整備
半径７５０ｍ以内で応急給水が受けられるよう、
市内１３９か所の整備を平成２５年度に完了しました。

平成２６年度からは、より利便性の高い、迅速な応急
給水のための新たな取組として、配水池・配水塔や小
中学校の水飲み場を利用した開設不要型の応急給水
拠点の整備を進めています。

小中学校等の校庭にある水飲み場
通常時⇒水飲み場　災害時⇒応急給水拠点

既設給水管

耐震管 耐震管

水道メーター

耐震給水管

浄水場の再構築

長沢浄水場の再構築

生田送水管の整備

ダウンサイジングにより市内３つの浄水場を１つに集約

各配水池をつなぐルートを整備し災害時の
バックアップ機能を強化

長沢浄水場を更新するとともに、浄水機能を集約し、処理能力を
２４万m3/日から２８万m3/日に増強しました。

潮見台配水池から生田配水池への
送水管を廃止となる既設管を利用
して整備し、生田配水池への送水
ルートの二重化を図りました。

浄水場を１つに集約したことにより、施設の更新、耐震化を短期
間で実現しました。
浄水場の更新に当たり、活性炭接触池を新設し、よりおいしい水
道水の供給を可能とするとともに、省エネルギー型のろ過池、太
陽光発電設備を導入し、より環境にやさしい浄水場になりまし
た。

太陽光発電

施設の再構築に伴い水道用地の有効利用が可能となったことから、市民利用施設等を整備します。
土地の有効利用 ～収益性の確保を前提として、まちづくりに貢献します～土地の有効利用 ～収益性の確保を前提として、まちづくりに貢献します～

生田配水池【更新】
　　平成24年度～平成27年度

上下水道局上下水道局

上下水道局上下水道局

上下水道局上下水道局

市民が利用可能な緑地

（仮称）川崎市中部学校給食センター

動物愛護センター

障害者通所
事業所

上下水道局上下水道局

上下水道局上下水道局

多目的広場

スポーツ広場

ふれあい広場

整備の方向性

施 設 再 構 築 の 背 景施 設 再 構 築 の 背 景 再 構 築 計 画 と 中 期 計 画 等 の 取 組再 構 築 計 画 と 中 期 計 画 等 の 取 組

再 構 築 計 画 等 の 概 要再 構 築 計 画 等 の 概 要

生田
配水池
生田
配水池

潮見台
配水池
潮見台
配水池

生田送水管生田送水管

長沢
配水池
長沢
配水池
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細山配水塔

高石配水塔

潮見台配水池

末吉配水池

生田配水池

長沢浄水場黒川配水池

百合ヶ丘配水塔

宮崎配水塔
鷺沼配水池

千代ヶ丘配水塔

黒川高区配水池

第１導水ずい道

第２導水ずい道

水源である相模湖、津久井湖から
川崎市内全域にわたり水道が
  しました！

水源である相模湖、津久井湖から
川崎市内全域にわたり水道が
 　　　　　　 しました！

長沢浄水場沈でん池（昭和４０年～）

サービス推進課　　  044-200-3097　　044-200-3996
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重要施設への供給ルートの耐震化

生田浄水場用地の有効利用イメージ図 平間配水所用地等の有効利用イメージ図

地震等の災害への備え
水源におけるリスクを分散するため、相模川、
酒匂川の２つの水系を維持するとともに、
個々の施設の耐震性の強化とあわせて、バッ
クアップ施設の整備や機能強化を図り、水道
システム全体として緊急時に対応できる体制
を整備しました。

東西に細長い川崎の地形の高低差を活用した
自然流下による環境にやさしい水道システム
を継続するとともに、再生可能エネルギーの
活用などに取り組みました。

環境への配慮

(企) 西長沢浄水場

長沢浄水場

下九沢分水池 （企）導水管
（丹沢湖～酒匂川より）

津久井分水池

津久井湖

相模湖

第２導水ずい道

第１導水ずい道

自然流下を生かした水道システム

災害につよく、環境にやさしい施設整備

水量 人口

給水能力 平成１８年：９８万９,９００m３

平成２８年：７５万８,２００m３

開設不要型の応急給水拠点

長沢浄水場の図

レベルアップレベルアップ

※ダウンサイジング：施設・給水能力の縮小

※活性炭接触池：粉末活性炭を注入して
　臭気を取り除く施設

※開設不要型の応急給水拠点：職員による開設が不要な応急給水拠点

※上下水道局では、熊本地震を踏まえ、今後も引き続き、施設の
　耐震化等を進めてまいります。

かわさきの上下水道　No.24　平成 28 年 5月2 かわさきの上下水道　No.24　平成 28 年 5月 3


